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研究成果の概要：これまで日本語史研究に限定されていた訓点資料について、デジタル化時代

の到来と研究の国際化という環境変化に対応するために、文献学的な書誌情報に基づくデジタ

ル版目録の作成と国際的に共有できる客観的な解読記述方法の開発を目指すとともに、ICT
（Information and Communication Technology）を駆使した新たな研究スタイルを模索した。 
 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
２００７年度 2,000,000 600,000 2,600,000 

２００８年度 1,500,000 450,000 1,950,000 

年度  

年度  

  年度  

総 計 3,500,000 1,050,000 4,550,000 

 
 
研究分野：人文学 
科研費の分科・細目：言語学・日本語学 
キーワード：訓点資料、文献学的研究、デジタル処理、目録、国際的共有 
 
１．研究開始当初の背景 
（１）訓点研究を取り巻く最近の環境変化 
  訓点研究を取り巻く最近の環境変化には、
訓点資料のデジタル化（画像データベースの
Ｗｅｂ上での公開）、国際化（韓国口訣学会
の活動や訓読をめぐる国際会議の開催）、研
究の深化（コンピュータを使った大規模処
理）などが挙げられる。一方で訓点研究は、
漢文古写本・古刊本の調査を前提として初め
て成り立つ。訓点資料の目録や概説類はその
ための有用な工具書である。しかし、それら
は一度公刊されると改訂版を出すことが難
しく、研究の進展に即応できない。また、訓
点資料は表記上・内容上ともに複雑な構造を

持ち、文字だけで記述された情報では十分な
ことが伝わらない。特に訓点資料を包括的に
取り扱おうとする場合、「モノ」として具体
的に提示することが不可欠である。このよう
な状況を踏まえると、基礎的な書誌情報、利
用可能な画像、研究文献目録を含んだデジタ
ル版目録を作成することが必要であると考
える。デジタル版目録は、分散している情報
を集約できること、印刷体の制約を受けない
ので自由な記述・編集ができること、情報交
換に極めて優れていること、バージョンアッ
プが随時可能なこと、教育的効果が期待でき
ることなど、その価値は極めて大きい。 
（２）訓点資料の解読記述方法 
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  一般に訓点資料を利用するには、訓点を解
読することが必要不可欠である。しかし、従
来の解読記述方法は、訓点に従って全体を読
み下す訓読文方式か、原漢文を保ったまま訓
点だけを解読する釈文方式のいずれかであ
った。前者はテキストとして保存・利用する
には都合がよいが、加点の無い部分には恣意
的な補読が加わる上に日本語以外の資料と
しては利用できない欠点がある。一方、後者
は原漢文を保ったままであるので、漢文本文
の価値を伝えることができるが、テキストと
して保存・利用することが極めて難しい。い
ずれにしても、調査・解読した訓点資料を論
文等に公表する場合、表記上、特殊な構造を
持つために組版に多額の費用がかかるか、も
しくは公表者自身が完成版下作成のために
相当な労力を払うか、どちらかであった。研
究者の中には、調査記録、移点資料、解読資
料等が豊富に蓄積されていながら、これらの
事情のために公表を思いとどまっているケ
ースも多い。 
  韓国ではヲコト点資料の発見当初（2000
年）から、座標軸を利用して客観的に解読記
述することが行われている。日本においても
訓読研究の国際化に対応するためには、訓点
資料を国際的に共有できる客観的な解読記
述方法を開発することが急務である。 
 
  本研究はこのような状況を踏まえ、訓点資
料の実地調査に豊富な経験を持つ小助川貞
次と、日本語学（日本語表記）・漢字情報学
を専門とする高田智和が緊密な研究組織を
作ることによって企画されたものである。 
 
２．研究の目的 
（１）訓点資料の汎用的な価値を明らかにす
るための基礎調査の実施 
  訓点資料は、日本語史資料としての価値を
持つだけにはとどまらない。訓点を精密に観
察することで加点当時の学問レベルがわか
るし、資料全体に注目するならば、なぜその
テキストが伝来し現存しているのかという
典籍受容史や学問史も分かる。さらに古写
本・古刊本としての漢文本文には、通行本テ
キストを補訂できる本文史上の絶大な価値
も有する。本研究では、このような訓点資料
の持つ汎用的な価値を明らかにすることが
前提作業になる。これまで調査した資料、あ
るいは公表されている資料について、再度原
本調査を行い、テキストの持つ汎用的な価値
を明らかにする。 
（２）デジタル版目録の作成 
  従来の訓点資料目録を十分に検討した上
で、必要となる画像の入手と汎用的な価値に
対応する諸研究とを収集し、「デジタル版目
録」を作成する。 
（３）国際的に共有できる客観的な解読記述

方法の開発 
  使用言語の違いを越えて利用できる解読
記述方法として、従来の釈文方式をデジタル
的に改良した「釈文作成システム」（漢文脈
を保ったままで訓点を直接入力できるシス
テム）を開発する。 
（４）完成したデジタル版目録と釈文作成シ
ステムを学会等で検討 
  実際に運用するには、原本の所有権や論文
の著作権など、クリアしなければならない問
題は極めて多い。学会等において研究成果を
公表し、運用上の問題点について十分に検討
する。 
 
３．研究の方法 
（１）訓点資料の汎用的な価値を明らかにす
るための基礎調査の実施 
  国内に現存する訓点資料の内、小助川がこ
れまで調査を行った漢籍訓点資料について、
文献学的観点から再度、実地調査を行い、記
述項目の整理・検討を行う。本務校での授
業・会議・業務等に支障が生じないこと、調
査対象機関関係者の休暇不在期間や業務多
忙時期を避け、十分な日程調整を行った上で
調査を実施する。一回（一地域）の調査は５
日以内とする。 
（２）デジタル版目録の作成 
  調査の済んだ資料から順次、デジタル版目
録の作成にかかる。 
（３）国際的に共有できる客観的な解読記述
方法の開発 
  韓国における解読記述方法も十分に研究
しながら、「釈文作成システム」にはどのよ
うなプログラムやソフトウェアが適してい
るのか、試行錯誤を行いながら開発を行う。 
（４）研究打合せ 
  研究組織では常時メールで連絡を取りな
がら研究を進めるが、必要に応じて富山また
は東京で研究打合せを行う。さらに、韓国に
おける解読記述方法についても研究する必
要があるので、韓国に赴き研究協力者と研究
打合せを行なう 
 
４．研究成果 
（１）訓点資料の汎用的な価値を明らかにす
るための基礎調査の実施 
  国内に現存する訓点資料の内、小助川がこ
れまで調査を行った漢籍訓点資料に加え、仏
書訓点資料についても文献学的観点から実
地調査を行い、記述項目の整理・検討を行っ
た（大東急記念文庫、東京国立博物館、大谷
大学図書館、高山寺、正倉院、書道博物館、
武田科学振興財団杏雨書屋等）。この内、東
京国立博物館調査では、記述研究に先進的な
韓国口訣研究者１名を招聘し共同調査とし
た。さらに海外に流出した漢籍訓点資料も範
囲に入れながら文献学的観点から再調査と



記述項目の整理・検討を行った（台湾国家図
書館）。（図 1） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図 1 国家図書館蔵本史記夏本紀移点資料 

 
（２）デジタル版目録の作成 
  デジタル版目録は完成には至らなかった
が（図 2-1）、その基礎となる多言語対応型訓
読術語集について、富山大学人文学部日本語
学講読で検討し作成を試みた（図 2-2）。また
漢文訓読研究の国際的共有と教育的還元に
ついて富山大学国語教育学会で研究発表（講
演）を行った。さらに漢文訓読資料をデジタ
ル処理し、その中の文字情報を有効利用する
ための方策について研究会を立ち上げて検
討した。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-1 デジタル版点本書目（一部） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 2-2 多言語対応型訓読術語集（一部） 

（３）国際的に共有できる客観的な解読記述
方法の開発 
  韓国における解読記述方法も十分に研究
しながら、「釈文作成システム」にはどのよ
うなプログラムやソフトウェアが適してい
るのか、春秋経伝集解巻第二（藤井有鄰館蔵
本）と史記夏本紀（台湾国家図書館蔵本）を
材料として、韓国側研究者２名を招聘して共
同研究を行い（図 3-1）、その成果を韓日国際
ワークショップ（ソウル大学校奎章閣研究
院）及び『訓点語と訓点資料』誌上で発表し
た（図 3-2）。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図3-1 日韓共同研究会（2008年8月、富山大学） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 3-2 春秋経伝集解巻第二釈文 
 
（４）研究打合せ 
  研究組織での打合せには現地での会合、通
常のメールでの連絡・打合せに加え、SNS
（Social Networking service）を使った新た
な研究スタイルの構築を模索した（図 4）。さ
らに韓国における解読記述方法について研
究するため、韓国ソウルに赴き韓国側研修者



と研究打合せを行なった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図 4 SNS を使った情報の共有 
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